
 

 

 

報道機関 各位  

平 成 1 8年 5月 1 0日 

東北大学総務部総務課 

日本学士院第４４回公開講演会の開催について 

―「化学の社会的影響」― 

 

 来る５月２０日(土)午後２時から東北大学片平キャンパスにおいて、日本学士院第４４回公開講

演会が開催されます。（聴講無料・定員１６０名） 

日本学士院では、広く一般の方々を対象に、公開講演会を毎年春・秋２回開催しています。今回

は、有機化学の発祥の地と言われる本学との共催ということで、共通テーマを「化学の社会的影響」

とし、分野の異なる二人の講師から、①化学の力によって作られる物質が豊かな日常生活にどの様

に役立っているか、②発明された化学製品を企業化して社会に役立てるため会社を設立する場合に、

それが新会社法の施行によってどう変わるのか、について専門的立場から講演が行われます。 

 専門学界の話題を解りやすくお話しいたしますので、ご多忙のこととは存じますが、ご出席くだ

さいますようご案内申し上げます。 

 

●タイトル：日本学士院第４４回公開講演会 

●共通テーマ：「化学の社会的影響」 

●開催日時：平成１８年５月２０日（土）午後２時～５時１０分 

●開催場所：東北大学（片平キャンパス） 

       電気通信研究所ナノ・スピン総合研究棟４階 カンファレンスルーム 

●定   員：１６０名（聴講無料） 

●題目と講師：「身近な日常の化学」 

 向山 光昭（日本学士院会員、東京大学名誉教授、東京工業大学名誉    

       教授、東京理科大学名誉教授） 

       「発明の企業化が容易になる―新会社法で会社の設立はどうなるか―」 

河本 一郎（日本学士院会員、神戸大学名誉教授、神戸学院大学名誉教授） 

 

 

                        

 

 

 

（お問合せ先） 

東北大学総務部総務課総務係（吉田） 

TEL:022-217-4808  FAX:022-217-5030 

E-mail:gen-unei@bureau.tohoku.ac.jp 


